
 
 

RELEASE DATE May 17, 2025 
 

What’s new? 
Highlighted in this release… 

1. サプライチェーンデータ (※本サービスは日本ではご利用いただけません) 

2. 価格および財務ヒストリーの拡張 
3. SEC 提出書類がHTML形式で利用可能に 
4. Active List のアドホック ティッカーリスト作成機能 
5. ETFを企業検索から除外できるようになりました。 
6. 管理者ポータルにIPでログインしている場合、利用状況が追跡可能に 
7. その他の機能強化/修正 

 

 
1. サプライチェーン データが、メインメニューとCompanyのサブメニューの両方からアクセスが可

能になりました。 
 

 
 

メインメニューのSupply Chain optionを使用すると、Products/Servicesの企業別検索だけでなく 様々な分類に該当す

る参加企業や商品のSector/Industryまで検索することができます。 
 



CompanyメニューのSupply Chain optionを使用すると、企業の製品、業界、競合他社、顧客、サプライヤー、

パートナーをより深く掘り下げ、M&A分析を行うことができます。 
 

Note: Supply Chainデータは、追加契約条件でのみ利用可能なアドオンサービスです。 
 

 
2. 価格および財務ヒストリーの拡張 

CompanyメニューのFinancialsおよびChart ビューに「Max」ボタン オプションが追加され、特定の企業で利用

可能な最大履歴を表示できるようになりました。 
 

 

 



3. SEC提出書類がHTML形式で利用可能に 

FilingsメニューのSEC Filings ページ と CompanyメニューのFilings ページに、HTML レポートフォーマットオプショ

ンが追加されました。HTML レポート列の地球儀アイコンを使用するとHTML形式のレポートにアクセスできま

す。 
 

 

 
4. 「Active List」 アドホック ティッカーリスト作成機能 

Show Active Listボタンにより、 現在使用中の Market Atlas セッション用にカスタム企業リストを作成できるようにな

りました。一度作成すれば、Market AtlasのCompanyモジュール内のどこでも、Show Active Listボタンを使っ

て企業を変更することができます。 
 

 
Active Listを作成するには、企業名またはティッカーを検索し、追加するものを選択するだけです。リストか

ら企業を削除するには、ゴミ箱アイコンを使用します。 
 

Show Active Listボタンを使用するとMarket Atlasの 
Company Financialsページ上で企業を変更できます。 

 



5. ETFを企業検索から除外できるようになりました。 

画面上部の Include ETFsチェックボックスを使用して、検索結果にETFを含めるか除外するかを選択できます。 
 

 

 
6. 管理者ポータルにIPでログインしている場合、利用状況が追跡可能に。 

前回のMarket Atlasアップデートでは、管理者アクセス権が導入され、組織の利用統計へのアクセスが可

能になりました。このツールを使用するには、別途Market Atlasのユーザーネーム・パスワードアカウン

トが必要です。(管理者アカウントへのアクセスは、Market Atlas アカウント担当者を通じてリクエスト

してください） 

最新のリリースでは、すでにIPでログインしている管理者ユーザーが使用状況データにアクセスできるよう

になりました。この場合、ページの左上にある「Switch to User Login」をクリックしてください。これにより、

ユーザーログインページに移動します。管理者ユーザー認証情報を入力し、「login」をクリックしてくださ

い。これでアプリケーションは管理者アカウントにログインし、「Admin」メニューオプションがメインナ

ビゲーションエリアのモジュールに追加されます。 

 

 

 
Admin タブは、Market Atlasメインメニューの右端にあります。



 
 

 
7. その他の機能強化/修正 

 
a. アクセシビリティの向上は、コントラストや画像説明の変更など、システム全体で行われ

ています。 
b. Company Overviewページに、Mergent カンパニーヒストリーデータへのアクセスが追加されまし

た。 
c. ICB (Industry Classification Benchmark) 分類のグローバル企業範囲が拡大されました。 
d. Company/Financials/Ratios ページにカテゴリーグループ分けが追加されました。 
e. Company/Financialsの左メニューに「All Financials」オプションが追加されました。これによ

り、すべての財務レポートを一つのページで見ることができます。 
f. Company Specific Financialsが改善され、画面上に多くのデータが表示されるようになり、スク

ロールの必要性が減りました。 
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